
クール抱クッション
だだ

取扱説明書
　クール抱クッションをお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。この説明書は、クール
抱クッションを適切にお使いいただくための大切な項目が記載されています。お使いになる前
によくお読みいただき、またいつでも見れるように大切に保管してください。

バックル
カバー

３Ｄメッシュ・通気ビーズ

※洗濯前にファスナーが閉まっている事を確認して下さい。

　抱クッション・クール抱クッションは、共に車椅子・カーシートなどの姿勢保持具として
開発した製品です。クール抱クッションは、今までの抱クッション以上にさまざまな場面で
お使いいただけると思います。しかしながら、上記以外の使用をされる場合は、安全に十分
配慮してお使い下さい。

アジャスター

ファスナー

クッション本体

ベルト

ベルト　(25mm幅)
　着脱用バックル　　　　(樹脂製品)
　長さ調整アジャスター　(樹脂製品)

クッション本体
　カバー　(綿・麻混合生地)
　３Ｄメッシュ　(ナイロン・ポリエステル混合)
　通気ビーズ　　(熱可塑性エラストマー)

　洗濯機でクッションの中身を洗濯・脱水するときは、通気ビーズが
こぼれだして洗濯機に詰まったり、故障の原因となる場合があります。
必ず洗濯ネットに入れて洗濯・脱水をしてください。

両腕を脇の下から
サポートする

基本的な取付け方法

付属バックル取付け方法
車椅子ハンドルに バギー取手に 自動車の座席ヘッドレストに

抱クッションは、子供を後ろから抱えあげるイメージで

考案されたクッションです。

効果的に使用していただく為に、利用者の肩より高い部分に

付属のバックルを取り付けてください。(付属のバックルを

使用せずに本体のみでご利用いただく事も出来ます。)

また、着用位置については、それぞれの利用者の身体状況

等によって変化するので、個々の利用者にもっとも適切な

位置に調整してください。

両手の位置が決まることで姿勢がくずれにくく、
楽に着座姿勢を続けることが出来ます。

注意！
シートベルトの代わりにはなりません
必ずシートベルトを着用してください

付属バックルの使用について

付属バックルは、必ず使用しなければならない

ものではありません。

調整しろの問題や、使用方法によっては、

付属バックルを使わず、本体バックルを使って

直接使用した方が使いやすい場合もあります。

利用状況によって、最適な方法でお使いください。

※　イラストはカーシートですが、車椅子やバギーでも

　付属バックルを使わず、抱クッション単独で使う場合もあります。

カバー・クッション本体　共通洗濯表示

液温４０℃限度、洗濯機の弱水流
又は弱い手洗いが良い

手絞りの場合は弱く、遠心脱水の
場合は短時間で絞る

ドライクリーニングは出来ない

塩素系漂白剤による漂白が出来ない

アイロン掛けは出来ない

弱
４０

ヨ ワ ク

　カバーは、綿・麻混合生地のため、洗濯により縮みが生じます。
使用に関して支障が無いように縮み分を見越して製作しております
陰干しにて自然乾燥し、乾燥機を使用しないでください。
　ベルトやバックルが他の洗濯物と絡まないように、必ず洗濯ネット
に入れて洗濯・脱水をしてください。

少し引き上げ気味に取り付ける
(背中から両手で抱き上げる感じ)

※乾燥機を使用しないでください。


